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　近年の分子標的薬の進歩は様々な疾患の治療に対して大きな影響を与えました．大腸疾患に関して
も，悪性疾患，良性疾患ともに分子標的薬を導入した新たな診療体系の構築が必要となっています．
良性疾患である炎症性腸疾患では，インフリキシマブの登場によって Crohn 病の自然史まで変わる可
能性が期待されています．これに伴って，外科治療のタイミングも以前とは異なった視点で判断する
必要性も出てきています．また，潰瘍性大腸炎でもインフリキシマブの使用が可能になり，外科治療
を回避する新たなオプションとしての可能性が期待されています．
　大腸癌の治療においては，以前は海外との drug lag が大きな問題となっていました．化学療法の効
果が期待できなくなった時点で，効果が期待できる薬剤が海外では使用されているのに，わが国では
使用することができない，というジレンマがありました．Drug lag が解消された現在，海外で使用で
きる薬剤がわが国でも使用できるようになり，切除不能再発大腸癌の first line 治療においても多くの
選択肢が可能となっています．
　しかし現在は，選択肢が多くなった反面，それらのどれを用いるのかが逆に新たな問題となってい
ます．また，もう 1 つの新たな課題として，分子標的薬に特有な新たな副作用にどう対応するかとい
う点が重要となっています．分子標的薬をより有効に使用していくためには，個々の分子標的薬に特
有な副作用とうまく “付き合っていく” 必要があります．様々な領域の癌治療において新たな薬剤をよ
り有効に使用していくために，本特集が実臨床の場でお役に立つことを期待しています．
� （渡邉聡明）
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